
 

 

時 間：１３：００～１５：３０（１２：３０受付開始） 

会 場：かでる２・７ 大ホール（札幌市中央区北２条西７丁目） 

参 加 費：無料（申込方法の詳細は裏面をご覧ください） 

申込締切：平成３０年９月２８日（金） 

定 員：５００名 

※ お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。 

主 催：北海道、発達障害者支援センターあおいそら、発達障害者支援道北地域センターきたのまち、発達障害者支援道東地域センターきら星 

後 援：北海道教育委員会、北海道警察、厚生労働省北海道厚生局、札幌市、北海道通園センター連絡協議会、日本発達障害ネットワーク北海道 

(予 定)一般社団法人北海道知的障がい福祉協会、一般社団法人北海道手をつなぐ育成会 

開催日：平成 30年 10月 8日（月・祝） 

「発達障がいのある子を支える取組（仮題）」 

京都少年鑑別所法務技官・精神科医 定本 ゆきこ 氏 

定本氏は、1985年に奈良県立医科大学を卒業。淀川キリスト教病院、京都大学病院精神科勤務を

経て、1991年から京都少年鑑別所法務技官・精神科医として勤務されています。講演や書籍の出版

など、発達障がいへの理解や支援についても積極的に取り組まれています。 

今回は、発達障がいの基本的な特徴と発達障がいに対する周囲の理解とサポート方法などについて

お話いただきます。 

 

「発達障がいのある子を支える環境と役割分担による連携（仮題）」 

京都 少年鑑別所 法務技官・精神科 医 定 本 ゆきこ 氏 

元 北 海 道 警 察 函 館 方 面 本 部 長 小笠原 和 美 氏 

司 会：北海道発達障害者支援センターあおいそら 片 山 智 博 氏 

発達障がいのある子を 

支えるおとなたち 
 家庭、学校、福祉施設、医療機関など、多くの関係機関のおとなたちが発達障がいのある子どもたち

を日々支えていますが、周囲の理解が得られにくく、発達障がいのある子どもたちが犯罪に巻き込まれ

ることも少なくありません。 

今回のフォーラムでは、教育や福祉と少し違ったところからどういった環境やサポートが必要なのか

を考えながら、子どもたちを守り、支えているおとなたちを紹介します。 

そんな取組みを通して、地域では何ができるか、そして、わたしたち個人では何ができるのかを一緒

に考えてみませんか？ 

 

発達障がい理解促進啓発事業 

【対 談】14:30～15:30 

【基調講演】13:10～14:20 
 



 

＜お申込み方法＞ 

参加申込書にご記入の上、以下のいずれかの方法でお申込みください。 

Ｆ Ａ Ｘ：０１１－２３２－４０６８ 

郵 送：〒０６０－８５８８ 札幌市中央区北３条西６丁目 

    北海道保健福祉部福祉局障がい者保健福祉課 制度グループ 宛て 

E-mail： hofuku.shohuku1@pref.hokkaido.lg.jp 

※ E-mail でお申込みの際は、件名を 「発達障がいフォーラム参加申込み」 とし、 

参加申込書に記載の事項をメール本文に記入してください。 

                                                  

参加申込書 

本フォーラムに参加するため、下記のとおり申込みます。 

フリガナ 

お名前 

 

ご住所 

（市町村のみ） 市 ・ 区 ・ 町 ・ 村    

所属・職業等（下記について、該当する項目を○で囲み、よろしければ、所属・職種を記載してください。） 

当 事 者  ・  家 族  ・  一 般 

障がい児・者支援関係者 

教 育 ・ 福 祉 ・ その他(         ) 

所 属 
 

職 種 
 

電話番号  

必要な配慮 
・ 車いす利用    ・ 点字資料    ・ 手話通訳     ・ 要約筆記 

・ その他（                ） 

通信欄  

（お問合わせ先） 北海道保健福祉部福祉局障がい者保健福祉課 TEL 011-231-4111（内線 25-727） 

mailto:hofuku.shohuku1@pref.hokkaido.lg.jp

